
 

 

 

平成29年度 静岡県道路交通渋滞対策推進協議会 

 

日時：平成２９年７月２８日（金）14:00～ 

場所：静岡国道事務所 ２Ｆ 会議室 

 

 

議 事 次 第 

 

 

１．開  会 
 

２．会長挨拶 

 

３．議  事 

    

(１) これまでの検討経緯 

(２) 実施した渋滞対策 

(３) 今年度の取り組み（案） 

(４) 交通状況のモニタリング及び渋滞箇所の削除 

(５) 道路利用者団体との連携強化 

 

４．閉 会 

 

＜配布資料＞ 

 ・資料：平成２９年度第１回静岡県道路交通渋滞対策推進協議会 

 ・資料：参考資料 



◎ 中部地方整備局 静岡国道事務所長 隅藏　雄一郎

〃 建政部　都市整備課長 内藤　正仁 （欠席）

〃 道路部　道路計画課長 大谷　江二
（代理）建設専門官
　　　　　井上　英俊

〃 道路部　地域道路課長 廣瀬　昌俊

〃 道路部　交通対策課長 石垣　政彦

〃 沼津河川国道事務所長 藤井　和久 （代理）計画課長　大西　宵平
（随行）調査係長　小見山　公孝

〃 浜松河川国道事務所長 尾藤　文人
（代理）計画課長　高橋　寿
（随行）調査係長　佐々木　亮介
　　　　　主任　飯塚　貴史

中部運輸局 交通政策部 環境・物流課長 小林　直人 （欠席）

〃 静岡運輸支局長 深谷　克巳 （代理）運輸企画専門官
　　　　　保本　広司

静岡県 交通基盤部　道路局　道路企画課長　　 山本　浩之 （代理）道路企画課　主査
　　　　　藤井　洋行

〃 交通基盤部　道路局　道路整備課長 青木　直己

〃 交通基盤部　道路局　道路保全課長 松井　三千夫

〃 交通基盤部　都市局　都市計画課長 古梶　隆宏 （代理）都市計画課　主査
　　　　　外木　崇之

〃 交通基盤部　都市局　地域交通課長 大倉　篤 （欠席）

〃 交通基盤部　都市局　街路整備課長 勝又　泰宏 （代理）街路整備課　主査
　　　　　藤島　政記

静岡市 建設局　道路部長 松本　隆

（代理）道路計画課　課長補佐
　　　　　望月　克彦
（随行）道路計画課　主任技師
　　　　　渡邉　泰史

〃 都市局　都市計画部　交通政策担当部長 塚本　茂明

浜松市 土木部長 横山　幸泰 （代理）土木部　次長兼参与
　　　　　中谷　孔右

〃 都市整備部長 岡本　光一 （代理）交通政策課　副技監
　　　　　藤原　邦生

静岡県警本部 交通部　参事官兼交通企画課長 小川　敏行 （欠席）

〃 交通部　交通規制課長 杉本　一 （代理）課長補佐
　　　　　小林　賢司

中日本高速道路(株)東京支社 総務企画部　企画調整チーム　リーダー 伊原 泰之 （欠席）

〃 保全・ｻｰﾋﾞｽ事業部　交通技術チーム　リーダー 山本　隆

〃 保全・ｻｰﾋﾞｽ事業部　交通管制チーム　リーダー 相良　健次

静岡県道路公社 常務理事 野知　泰裕

（代理）企画業務課　課長
　　　　　沼野　克史
（随行）企画業務課　課長代理
　　　　　鈴木　正一

静岡県トラック協会 専務理事 窪田　智樹
（代理）業務部長代理
　　　　　小林　一仁

静岡県バス協会 専務理事 平野　洋一

静岡県タクシー協会 専務理事 八木　孝雄

中部地方整備局 静岡国道事務所 計画課

中部運輸局 静岡運輸支局

静岡県 交通基盤部 道路局 道路企画課

静岡県警本部 交通部 交通規制課

静岡市 建設局 道路部 道路計画課

浜松市 土木部 道路課

◎　会長

事務局

平成29年度　静岡県道路交通渋滞対策推進協議会名簿

所　属 役　職 氏　名 備　考



静岡県道路交通渋滞対策推進協議会規約 

第１条（名 称） 

    本協議会は「静岡県道路交通渋滞対策推進協議会」（以下協議会という）と称する。 

第２条（目 的） 

    静岡県内における道路交通の渋滞解消を図るため、道路管理者、公安委員会、運輸 

   局、及び都市計画部局など関係機関の間で意見交換、調整を図り、円滑な道路交通を 

   確保するとともに、健全な都市形成に資することを目的とする。 

第３条（組 織） 

    協議会は本目的に関係する団体等で構成する。 

第４条（協議会） 

  １． 協議会は委員の要請により会長が招集する。 

    会長は国土交通省中部地方整備局静岡国道事務所長とする。 

  ２． 委員は、別表１に定めるとおりとする。但し、必要に応じ関係者の出席を求める 

    ことができるものとする。 

第５条（協議会の運営・進行） 

   協議会の運営・進行は、会長がこれにあたることとする。 

第６条（検討部会） 

  １． 第２条に規定する事項について、静岡県の西部、中部、東部伊豆地域ごとに事前 

    調査及び調整を行うため、協議会に各地域の検討部会を置く。 

  ２． 検討部会の部会長は関係地域の国土交通省直轄国道事務所の副所長（技）とする。 

  ３． 検討部会は協議会を組織している関係団体等のなかから部会長が指名する職 

    員で組織する。但し、必要に応じ関係者の出席を求めることができるものとする。 

  ４． 第４条及び第５条の規定は検討部会の会議に準用する。この場合において、同条 

    中「協議会」とあるのは「検討部会」、会長とあるのは「部会長」と読み替えるも 

    のとする。 

第７条（事務局） 

    協議会の事務局は国土交通省中部地方整備局静岡国道事務所計画課、中部運輸局静岡運 

輸支局、静岡県交通基盤部道路局道路企画課、静岡県警察本部交通部交通規制課、静岡市建設局 

道路部道路計画課、及び浜松市土木部道路企画課に置く。 

また、検討部会の事務局は部会長が所属する国土交通省直轄国道事務所の調査担当課に置く。 

第８条（その他） 

    本規約に規定されていない事項については協議会に諮り決定することとする。 

<附 則> 

 １．この規約は平成２年１２月１４日から施行する。 

 ２，この規約改正は平成５年 ６月１４日から施行する。 

 ３．静岡県道路交通円滑化連絡協議会（平成２年１２月１４日発足）は廃止する（平成５年６月１４日付） 

 ４．この規約改正は平成 ５年 ８月３０日から施行する。 

 ５．この規約改正は平成 ６年 ９月２１日から施行する。 

 ６．この規約改正は平成 ９年 ３月１９日から施行する。 

 ７．この規約改正は平成 ９年１０月３０日から施行する。 

 ８．この規約改正は平成１７年１０月３１日から施行する。 

 ９．この規約改正は平成２０年 １月１５日から施行する。 

１０．この規約改正は平成２４年 ６月２７日から施行する。 

１１．この規約改正は平成２５年 ６月２８日から施行する。 

１２．この規約改正は平成２７年 ３月２３日から施行する。 

１３．この規約改正は平成２７年 ９月２９日から施行する。 

１４．この規約改正は平成２８年 ７月２５日から施行する。 
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［⽬ 次］

平成２９年７⽉２８⽇（⾦）
静岡県道路交通渋滞対策推進協議会 事務局

場所：静岡国道事務所 会議室

平成２９年度 第１回 静岡県道路交通渋滞対策推進協議会

１．これまでの検討経緯

２．実施した渋滞対策

３．今年度の取り組み（案）

４．交通状況のモニタリング及び渋滞箇所の削除

５．道路利⽤者団体との連携強化
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１．これまでの検討経緯
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１．これまでの検討経緯

年度 検討部会・協議会 議事概要

H27年度

【各エリアでの検討部会】  H26年度に実施した対策、H27年度に実施する対策に関する意⾒交換
 交通状況のモニタリング結果報告、削除候補箇所に関する意⾒交換

【渋滞対策推進協議会】
H27.9.29（⽕）

 H26年度に実施した対策、H27年度に実施する対策に関する意⾒交換
 交通状況のモニタリング結果報告、削除候補箇所に関する意⾒交換
（⇒寺尾交差点を削除）

【各エリアでの検討部会】  H27年度に実施した対策の速報値による整備効果報告、H28年度に実施する対策に関する意⾒交換

H28年度

【各エリアでの検討部会】
 「エリアの渋滞対策の基本⽅針」に関する意⾒交換
 H27年度に実施した対策、H28年度に実施する対策に関する意⾒交換（H28年度は通常期の渋滞対策に

加え、「休⽇の渋滞対策」を検討）
 交通状況のモニタリング結果報告、削除候補箇所に関する意⾒交換

【渋滞対策推進協議会】
H28.7.25（⽉）

 「エリアの渋滞対策の基本⽅針」に関する意⾒交換
 H27年度に実施した対策、H28年度に実施する対策に関する意⾒交換
 交通状況のモニタリング結果報告、削除候補箇所に関する意⾒交換
（⇒久能IC、国本IC、瀬名IC、安⻄橋⻄交差点、⻄島交差点、⼆之宮交差点を削除）

【各エリアでの検討部会】  H28年度に実施した対策の速報値による整備効果報告、H29年度に実施する対策に関する意⾒交換

H29年度

【各エリアでの検討部会】
 H28年度に実施した対策、H29年度に実施する対策に関する意⾒交換（H28年度は通常期の渋滞対策に

加え、「休⽇の渋滞対策」を実施）
 交通状況のモニタリング結果報告、削除候補箇所に関する意⾒交換

【渋滞対策推進協議会】
［本⽇］

 H28年度に実施した対策、H29年度に実施する対策に関する意⾒交換
 交通状況のモニタリング結果報告、削除候補箇所に関する意⾒交換

（⇒同意が得られた箇所については削除予定）

【各エリアでの検討部会】  H29年度に実施した対策の速報値による整備効果報告、H30年度に実施する対策に関する意⾒交換

□H27年度以降の取組経緯
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２．実施した渋滞対策
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２．実施した渋滞対策

２－１ 平成25～28年度に実施した対策

新東名高速道路

三
遠
南
信
自
動
車
道

257

152

362

愛知県 森町

凡 例

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜主要渋滞箇所＞

箇所

箇所（踏切）

区間

エリア

主な工場等

主な大規模商業施設

道路整備等
箇所 実施施策 実施主体

26.浜松市内

27.浜松市内

28.浜松市内

29.周智郡森町内

30.国道150号掛塚橋

31.国道1号潮見バイパス

（白須賀ＩＣ周辺）

32.国道1号掛川バイパス

（大池ＩＣ・西郷ＩＣ周辺）

33.大河ドラマ館

（浜松市北区）

・バス路線図、

公共交通利用促進パンフレット配布、

バス教室の開催

・バス専用（優先レーン）

・歩行者優先エリア

・観光期におけるＴＤＭ

・チラシ配布・看板・横断幕設置

による経路・時間分散

・情報提供による速度低下対策

（休日対策）【継続予定】

・情報提供による速度低下対策

【継続中】

・臨時駐車場・Ｐ＆Ｒ・

新バス路線【継続中】

浜松市

浜松市、静岡県警

浜松市

森町

国、静岡県、

浜松市、磐田市

国

国、静岡県、掛川市

浜松市

総合対策等

開通時期 事業 実施主体

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

3月28日

7月

3月31日

7月25日

2月24日

3月7日

3月

6月15日

１月25日

１月25日

2月・3月

3月10日

3月28日

3月30日

1.国道１号袋井バイパス（堀越IC～三ケ野IC）４車線化

2.国道301号拡幅（横山地区）

3.遠州鉄道線立体交差事業

4.（一）中郡福塚線 現道拡幅

5.国道１号浜名バイパス大倉戸IC 車線運用の見直し

6.（一）磐田掛川線バイパス整備

7.国道301号拡幅（新居地区）

8.（市）入山瀬線バイパス整備

9.国道１号袋井バイパス立体４車線拡幅・平面部６車線化

10.（一）小笠山総合運動公園右折２車線化

11.国道301号拡幅（鷲津・中之郷地区）

12.国道152号双竜橋交差点改良

13.国道150号千浜南交差点改良

14.（都）掛川駅梅橋線（高御所工区）

国交省

静岡県

浜松市

浜松市

国交省

静岡県

静岡県

掛川市

国交省

静岡県

静岡県

浜松市

静岡県

掛川市

 浜松エリア、中東遠地区

浜松エリア

1

湖西市

浜松市

磐田市

袋井市

掛川市

301

150

362

1

152

（市）桜⽊中横断線
道路改良
事業中

国道1号掛川バイパス（⼤池ＩＣ・⻄郷ＩＣ周辺）
情報提供による速度低下対策

【継続中】

国道1号潮⾒バイパス（⽩須賀ＩＣ周辺）
情報提供による速度低下対策（休⽇対策）

【継続予定】

（市）掛川⾼瀬線
道路改良
事業中

（市）郡道坂線
新設

事業中

（都）掛川駅梅橋線
新設（Ｈ28⼀部開通）

事業中

（⼀）掛川磐⽥線
道路改良（4⾞線化）

事業中

（主）天⻯掛川線⼤池ＩＣ交差点
信号連動化

平成28年8⽉完了

国道150号
磐南Ⅱバイパス整備

事業中

市道 原島⻄交差点
交差点改良

平成28年8⽉完了

国道301号（利⽊地区）
道路改良
事業中

⼤河ドラマ館（浜松市北区）
臨時駐⾞場・Ｐ＆Ｒ・新バス路線

【継続中】

国道152号下池川交差点
交差点改良

平成29年1⽉完了

国道152号連尺交差点
交差点改良

平成28年12⽉完了

国道152号双⻯橋
交差点改良

平成28年3⽉10⽇

国道301号
拡幅：横⼭地区 Ｈ25.7完了
拡幅：新居地区 Ｈ27.3完了
拡幅：鷲津地区 Ｈ28.2完了
拡幅：中之郷地区 Ｈ28.3完了

国道１号浜名バイパス
⼤倉⼾IC⾞線運⽤の⾒直し

平成2７年２⽉２４⽇

遠州鉄道線
⽴体交差事業

平成26年3⽉31⽇完了

（都）中郡福塚線
現道拡幅

平成26年7⽉25⽇完了
浜松市内 バス専⽤（優先）レーン

【継続】
浜松市内 歩⾏者優先エリア

【継続】

浜松市内
・バス路線図、公共交通利⽤促進パンフレット配布

・バス教室の開催
【継続】

周智郡森町内
観光期におけるＴＤＭ

平成25・26実施

(都)掛川駅梅橋線
新規整備（⾼御所⼯区）
平成28年3⽉30⽇完了

（⼀）⼩笠⼭総合運動公園線
右折２⾞線化

平成28年1⽉25⽇完了

（市）⼊⼭瀬線
バイパス新設

平成27年6⽉15⽇完了

国道150号 千浜南交差点
交差点改良

平成28年3⽉28⽇完了

国道1号袋井バイパス（堀越~三ヶ野）
4⾞線化

平成25年3⽉２８⽇完了

国道１号袋井バイパス
⽴体部：４⾞線拡幅
平⾯部：６⾞線拡幅

平成28年1⽉25⽇完了
（⼀）磐⽥掛川線

バイパス 整備
平成27年3⽉7⽇完了

国道150号掛塚橋
チラシ配布・看板・横断幕設置による経路・時間分散

開通時期 事業 実施主体

平成28年

事業中

8月

12月

1月

15.市道 原島西交差点改良

16.（主）天竜掛川線大池ＩＣ交差点信号連動化

17.国道152号連尺交差点改良

18.国道152号下池川交差点改良

19.国道301号（利木地区）道路改良

20.国道150号磐南Ⅱバイパス整備

21.（一）掛川磐田線道路改良（4車線化）

22.（市）掛川高瀬線道路改良

23.（市）桜木中横断線道路改良

24.（都）掛川駅梅橋線新設（Ｈ28一部開通）

25.（市）郡道坂線新設

浜松市

掛川署

浜松市

浜松市

静岡県

静岡県

静岡県

掛川市

掛川市

掛川市

掛川市

道路整備等
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２．実施した渋滞対策

田子の浦港

富士エリア 1

52

139

1

富士宮市

富士市

静岡市

139

469

清水港

藤枝・焼津・島田エリア

静岡エリア

1

1

1

静岡市

藤枝市

島田市

焼津市

牧之原市菊川市

掛川市

川根本町

473

362

473

150

中
部
横
断
自
動
車
道

富⼠由⽐バイパス
寺尾交差点⽴体化

平成26年3⽉18⽇開通

静清バイパス
⿃坂〜千代⽥上⼟ＩＣ

平成27年3⽉1⽇
4⾞線化開通

（⼀）平⼭草薙停⾞場線、
（都）中吉⽥瀬名線

平成25年12⽉21⽇開通

はばたき橋
（（主）島⽥吉⽥線）
平成25年8⽉3⽇ 開通

静清バイパス
⽻⿃・牧ヶ⾕ＩＣのフルインター化

平成27年3⽉1⽇ 開通

国道362号
⽻⿃安⻄拡幅

平成27年7⽉21⽇
4⾞線化開通

（都）横井中央線
平成26年12⽉2⽇

開通

（主）井川湖御幸線
・バス優先レーン

（主）焼津森線
平成26年11⽉19⽇

４⾞線化開通

吉田町

道路整備等

 静岡エリア、藤枝・焼津・島田エリア  富士エリア

：主要渋滞区間

-凡例-

：主な⼯場等

：主要渋滞箇所（交差点）
：主要渋滞箇所（踏切）

静岡環状線
⽔落交差点道路空間再編
平成27年9⽉28⽇完了

国道1号静清バイパス
千代⽥上⼟IC交差点

交差点改良
平成28年2⽉23⽇完了

国道１号藤枝バイパス
短期対策

（継続実施）

⼤井川焼津藤枝スマートIC

国道139号⼩泉若宮交差点
信号現⽰最適化

国道139号富⼠改良
平成28年3⽉21⽇部分開通

市道宮町10号線
平成26年8⽉6⽇

開通

市道⼤宮町21号線
平成26年8⽉5⽇

開通

富⼠⼭ゆっくり帰宅キャンペーン
平成27年11⽉21⽇〜29⽇

バスターミナル整備・
サイクルアンドライド駐輪場整備

（静岡市）

箇所 実施施策 実施主体

18.（主）井川湖御幸線

19.藤枝バイパス周辺

20.大井川周辺

21.静岡市全域

22.日本平動物園周辺

23.富士市・富士宮市など

24.富士市・富士宮市など

25.国道139号

・バス優先レーン等

・国道1号藤枝バイパス短期対策（看板の設置）［継続中］

・大井川鉄道トーマス号運行期における渋滞対策［継続中］

・バスターミナル、サイクルアンドライド駐輪場整備［継続中］

・日本平動物園周辺の渋滞対策［継続中］

・富士山ゆっくり帰宅キャンペーン

・富士-富士宮間の観光交通誘導対策［継続中］

・小泉若宮交差点 信号現示最適化

静岡市、県警本部、しずてつｼﾞｬｽﾄﾗｲﾝ

国、静岡県、藤枝市

島田市

静岡市

静岡市

国

国

静岡県警

総合対策等

（都）静岡下島線
（⽯⽥地区）

平成28年3⽉15⽇
4⾞線化完了

開通時期 事業 実施主体

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

平成29年

8月3日

12月21日

3月18日

８月５日

８月６日

11月19日

12月2日

3月１日

3月１日

7月21日

9月28日

3月15日

2月23日

3月12日

3月21日

3月21日

3月30日

1.はばたき橋（（主）島田吉田線）

2.（一）平山草薙停車場線、（都）中吉田瀬名線

3.富士由比バイパス寺尾交差点立体化

4.市道大宮町21号線

5.市道宮町10号線

6.（主）焼津森線一部４車線化

7.（都）横井中央線

8.静清バイパス羽鳥・牧ヶ谷ＩＣのフルインター化

9.静清バイパス鳥坂～千代田上土ＩＣ４車線化

10.国道362号 羽鳥安西拡幅4車線化

11.（一）静岡環状線 道路空間再編

12.（都）静岡下島線（石田地区） 4車線化

13.静清バイパス千代田上土IC交差点改良

14.大井川焼津藤枝スマートIC

15.国道139号富士改良（部分開通）

16.国道469号山宮バイパス

17.（都）東町御請線

静岡県

静岡市

国

富士宮市

富士宮市

静岡県

島田市

国

国

静岡市

静岡市

静岡市

国

NEXCO中⽇本、焼津市、藤枝市

国

静岡県

島田市

⽇本平動物園周辺の渋滞対策
(休⽇）(継続実施）

⼤井川鐵道SLトーマス号
運⾏期における渋滞対策
（休⽇）（継続実施） 富⼠⼭静岡空港

（都）東町御請線
平成29年3⽉30⽇開通

情報提供による富⼠市〜富⼠宮市間に
おける交通案内誘導（休⽇） (継続実施）

国道469号⼭宮バイパス
平成29年3⽉21⽇開通



6

２．実施した渋滞対策

箇所 実施施策 実施主体

①三島市内

②沼津・三島エリア

③韮山反射炉周辺

④東駿河湾環状道路

⑤ふじあざみライン

⑥御園交差点

⑦リサーチパーク入口交差点

⑧裾野IC入口交差点

・三島エコエコデー ［継続中］

（マイカー削減）

・沼津三島エリアの混雑情報提供HP ［継続中］

・ポスタ－やビラ配布による交通情報提供、経路案内施策

［継続中］

・大型看板設置［情報提供］ ［継続中］

・夏季登山シーズンの渋滞緩和及び自然環境の保全のた

めマイカーの乗り入れを規制 ［継続中］

・信号制御変更（時差式へ変更） ［継続中］

・発進遅れ抑止対策（看板設置）

・発進遅れ抑止対策（横断幕設置）

・三島市

・国

・国

・静岡県

・伊豆の国市

・国

・小山町

・静岡県警

・国

・国

総合対策等

田子の浦港富士エリア

246

1

52

246

138

138

1

139

1

富士宮市

富士市

裾野市

静岡市

御殿場市

小山町

三島市

長泉町

函南町

沼津市

469

414

139

469

開通時期 事業 実施主体

H２５年

H２６年

H２７年

H２８年

H２９年

１２月２３日

２月 １１日

３月 ２４日

３月

１１月１３日

３月 １９日

３月 １８日

⑨（主）大岡元長窪線

⑩東駿河湾環状道路

（三島塚原IC～函南塚本IC間）

⑪南二日町IC交差点改良

⑫（一）仙石原新田線 右折レーンの設置

⑬湯川交差点改良

⑭愛鷹スマートＩＣ

⑮駿河湾沼津スマートIC

・長泉町

・国

・国

・静岡県

・静岡県

・沼津市

・沼津市

道路整備等

⑨（主）大岡元長窪線
平成25年12月23日 開通

①三島市内

・三島エコエコデー（マイカー規制）

⑫（一）仙石原新田線
右折レーンの設置

 沼津・三島エリア、御殿場地区、裾野地区

④東駿河湾環状道路における
大型看板設置［情報提供］

③韮山反射炉周辺

ポスタ－やビラ配布による交通情報
提供、経路案内施策 ［情報提供］

⑪南二日町IC交差点改良
平成26年 3月21日

⑩東駿河湾環状道路
（函南塚本IC~三島塚原IC）
平成26年2月11日 開通

②沼津・三島エリア

・沼津三島エリアの混雑情報提供HP [情報提供]

⑭愛鷹スマートＩＣ

平成28年3月19日開通

沼津・三島エリア

⑬湯川交差点改良
平成27年完了

⑤ふじあざみライン
夏季登山シーズン乗入規制

⑥御園交差点
信号制御変更（時差式へ変更）

⑦リサーチパーク入口
発進遅れ抑止対策
（継続実施）

⑧裾野IC入口
発進遅れ抑止対策

⑮駿河湾沼津スマートＩＣ

平成29年3月18日開通
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２．実施した渋滞対策

河
津
下
田
道
路Ⅱ

期

天
城
北
道
路

伊豆の国市

伊豆市

伊東市

東伊豆町

河津町

西伊豆町

松崎町

下田市

南伊豆町

河
津
下
田
道
路Ⅰ

期

136

414

135

136

135

136

136

⑤（一）伊東川奈八幡野線 拡幅

①伊豆急行線

伊豆高原駅～伊豆急下田駅間

・パーク&トレイン

駐車・鉄道セット割引

・バスチェンジトレイン

鉄道利用のセット割引

凡 例

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜主要渋滞箇所＞

箇所

箇所（踏切）

区間

エリア

主な工場等

主な大規模商業施設

 伊豆地域

②伊豆スカイライン

・伊豆スカイライン料金割引・案内強化

箇所 実施施策 実施主体

①伊豆急行線

伊豆高原駅～

伊豆急下田駅間

②伊豆スカイライン

③横瀬交差点

④（県）下田土木管内

主要路線

・パーク&トレイン駐車・鉄道セット割引 ［継続中］

・バスチェンジトレイン鉄道利用のセット割引 ［継続中］

・伊豆スカイライン料金割引・案内強化 ［継続中］

・経路検索のNAVITIMEサイトにバナー広告等を掲載するとともに、ル

ートを案内 ［継続中］

・河津桜まつり会場周辺渋滞対策 ［継続中］

・交通実態に合せた、横瀬交差点を中心とした信号現示の変更（最

適化） ［継続中］

・夏季観光シーズンにおける道路工事の自粛 ［継続中］

・年末年始における道路工事の抑制 ［継続中］

・春季観光イベント期間における道路工事の自粛 ［継続中］

・伊東市

・伊豆急行電鉄

・静岡県

・静岡県道路公社

・河津桜まつり実行委員

会（河津町観光協会）

・静岡県警

・伊豆市

・静岡県

総合対策等

開通時期 事業 実施主体

H２６年 ８月 ⑤（一）伊東川奈八幡野線 拡幅 ・静岡県

道路整備等

④（県）下⽥⼟⽊管内主要路線

③横瀬交差点

・信号現示の変更（最適化）
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２．実施した渋滞対策

（１） 国道１号掛川バイパスにおける渋滞ソフト施策 （実施主体：国） ＜継続中＞

○掛川バイパスでは、⼤池IC、⻄郷IC付近で合流⾞両及び縦断勾配等を要因とした渋滞が発⽣。
○上り坂の⼿前や途中において、速度低下の注意喚起を⽬的とした看板設置による情報提供を実施中。
○効果検証の結果、30km/h未満の低速度⾞両の割合が４％減少したことを確認。

◆ H28年度に実施した対策概要と発現効果の検証

掛川IC東名高速道路

至

名
古
屋

至

東
京

西郷IC

宮脇IC

千羽IC

大池IC

沢田IC

八坂IC
1

1

1

掛川バイパス L=9.4km
かけがわ

袋井バイパス

H28 平面6車開通

ふくろい

■ 掛川バイパスの渋滞発⽣状況

凡例

高速道路 DID（人口集中地区）

一般国道 鉄道

主要地方道 工業用地

一般都道府県道 住居系地域

⾄

名
古
屋

⾄

東
京

沢⽥ＩＣ 千⽻ＩＣ⻄郷ＩＣ 宮脇ＩＣ ⼋坂ＩＣ⼤池ＩＣ

535954

1078776

707

1007 325

849 527

765 554

305754

483471

331409

391 819

670

⼋坂IC 道の駅
掛川

千⽻IC
宮脇IC⻄郷IC⼤池IC沢⽥IC

⾄
名
古
屋

⾄
東
京

土工部

橋梁部
20

40

60

80

0

（ｍ）

38

29

43

39

57

56

60

62

6

67時台
8時台

：30㎞/ｈ未満 ：30〜40㎞/ｈ ：40〜50㎞/ｈ ：50㎞/ｈ以上 速度：⺠間プローブデータ（H28.5） 交通量：IC出⼊交通量調査（H28.10.25） 6時〜10時（4時間）

391百台/⽇

29 39 56 62 60
57 60 6038 43

384百台/⽇

314百台/⽇

54

45

45

36

35

21

49

53

6

57時台
8時台

45 36 21 53 52
35 49 6054 45

朝ピーク時速度低下：約3.9㎞
朝ピーク時速度低下：約5.9㎞

交通量：H27センサス

注
意
喚
起
看
板

注
意
喚
起
看
板

注
意
喚
起
看
板

注
意
喚
起
看
板

注
意
喚
起
看
板

注
意
喚
起
看
板

20km/h未満
34％

20〜30km/h
16％

30km/h以上
50％

30km/h以上
54％

20km/h未満
33％

20〜30km/h
13％

■ 速度低下割合の変化（上り：東京⽅⾯（⻄郷IC〜沢⽥IC））

≪対策後≫

出典：ETC2.0プローブ情報（H28.9⽉・11⽉）

≪対策前≫
30ｋｍ/ｈ未満

約50％

30ｋｍ/ｈ未満
約46％

（4％減少）

※時間帯：朝ラッシュ時（6時〜9時）

看板①
（上り230.9k） 看板④

（下り229.2k）

N=338

N=315
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２．実施した渋滞対策

（２） 国道１号潮見バイパスにおける渋滞ソフト施策 （実施主体：国） ＜実施済＞＜今年度継続予定＞

71 70 

56 

70 
65 

56 
61 61 

65 

57 

39 

34 

61 
65 57 

39 
34 35 34 

31 

37 39 37 

60 

20

30

40

50

60

70

80

7時台 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

平⽇ 休⽇

69

68

67

66

67

66

66

66

66

68

71

72

61

59

57

52

55

54

55

55

53

59

59

61

62

56

55

51

56

56

53

50

52

58

64

66

65

60

56

47

60

57

52

39

50

58

67

68

65

60

57

51

59

56

54

45

53

59

67

67

61

51

48

45

49

49

46

42

46

54

62

65

69

41

32

31

33

37

28

27

31

50

68

69

69

41

32

31

33

37

28

27

31

50

68

69

71

45

35

32

36

39

31

26

32

56

72

71

72

46

33

32

33

40

30

25

31

56

71

73

68

48

36

36

41

40

37

30

37

54

67

67

64

43

34

32

35

34

32

24

31

47

61

64

65

48

38

25

23

23

29

14

22

45

66

67

68

67

69

69

66

65

66

39

42

63

67

68

○ 国道１号潮⾒バイパスの上り線（東京⽅⾯）において、休⽇昼間で、道の駅潮⾒坂付近から豊橋東ICまで速度低下が発⽣。
○ 道の駅潮⾒坂〜⽩須賀ICにかけて、道路構造（下り坂⼿前・上り坂付近）に着⽬した箇所に注意喚起看板を設置し、⼀定の効果が確認された。
○ 今年度は、更なる効果発現のため速度低下（ETC2.0プローブデータにより把握）が発⽣する箇所に着⽬した箇所に看板を設置。

◆ H28年度に実施した対策概要と発現効果の検証

⾄
名
古
屋

⾄
浜
松

⽩須賀⾼架橋潮⾒TN

休
⽇

上
り
︵
東
京
⽅
⾯
︶

18時台

17時台

16時台

15時台

14時台

13時台

12時台

11時台

10時台

9時台

8時台

7時台

旅
⾏
速
度
︵
ｋ
ｍ
／
ｈ
︶

0

【上り：東京⽅⾯】

■潮⾒バイパスの旅⾏速度状況

出典： ETC2.0プローブ情報（H28.9⽉）

※豊橋東IC〜⽩須賀IC付近

⇒休⽇：⽇中を通じて顕著な速度低下が発⽣

■速度低下発⽣要因
凡例 :30km/h未満 :30〜40km/h :40~50km/h :50km以上

縦断勾配 約4.0％

⽩須賀ICからの上り坂以降
は速度回復傾向

⾄
名
古
屋 ⾄

浜
松

⼤倉⼾IC⽩須賀IC道の駅潮⾒坂豊橋東IC

豊橋東IC

⼤倉⼾IC⽩須賀IC道の駅潮⾒坂

豊橋東ICからの縦断勾配約4.0％
の下り坂付近で顕著な速度低下

出典：H28.5⺠間プローブデータ

■ 休⽇ピーク時の速度低下割合（上り：東京⽅⾯（豊橋東IC〜⼤倉⼾IC））

30km/h以上
51％

20km/h未満
40％

20〜30km/h
8％

30km/h以上
57％

20km/h未満
33％

20〜30km/h
10％

30ｋｍ/ｈ未満
約48％

30ｋｍ/ｈ未満
約43％

（5％減少）

出典：ETC2.0プローブ情報（H28.9⽉・11⽉）※休⽇ピーク時（10時〜16時）

看板① 上り

看板③ 上り 看板④ 上り
看板② 上り

■ 休⽇ピーク時の旅⾏速度状況
（上り：東京⽅⾯（豊橋東IC〜⼤倉⼾IC間））

39 34 35 34 31 
37 39 

46 
38 40 

46 
40 36 39 

0

20

40

60

80

10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台

旅
⾏
速
度
︵
ｋ
ｍ
／
ｈ
︶

H28.9 H28.11特に13時台は12km/h向上

速度が平均５km/h向上（対策前３５km/h→対策後４０km/h）

出典：ETC2.0プローブ情報（H28.9⽉・11⽉）※休⽇ピーク時（10時〜16時）

N=1,127N=1,076
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２．実施した渋滞対策
（３） 国道150号掛塚橋における渋滞ソフト施策 （実施主体：国・県・市） ＜実施済＞

H28年度に実施した対策概要・効果検証結果
○国道150号掛塚橋での通勤交通の集中により発⽣している渋滞の対策として、「経路分散及び時間分散」を⽬的とするチラシ配布と、看板・横断幕設置による情報

提供を実施。
○今回の看板・横断幕の設置、チラシの配布による遠州⼤橋へのルート転換や６時台へのピーク分散の効果の発現は⾒られず、概ね変化が無かった。
○ただし、沿線企業からは遠州⼤橋の無料化後の転換の声もあるため、遠州⼤橋無料化を⾒据えた検討を進める。

◆ 看板・横断幕による情報提供

看板設置箇所
横断幕設置箇所

掛塚橋利⽤
66％

 天⻯川渡河部における⾛⾏⾞両の割合（平⽇：6時〜9時）
≪対策後≫

出典 対策前：Ｈ28.5⺠間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ
対策後：Ｈ28.11⺠間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ

≪対策前≫

遠州⼤橋利⽤
34％

遠州⼤橋利⽤
35％

掛塚橋利⽤
65％

 掛塚橋における時間帯別の⾛⾏⾞両割合（平⽇：6時〜9時）
≪対策後≫≪対策前≫

出典 対策前：Ｈ28.5⺠間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ
対策後：Ｈ28.11⺠間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ

6時台
30％

7時台
44％

8時台
26％

6時台
29％

7時台
42％

8時台
29％

Ｎ＝1,807サンプル Ｎ＝1,926サンプル

Ｎ＝2,759サンプル
Ｎ＝2,917サンプル

概ね変化無し

概ね変化無し

遠州⼤橋が無料化となれば、会社が遠州⼤橋に近いことから利⽤は⾒込まれる。磐⽥
市側の沿岸部からの通勤は遠州⼤橋を利⽤すると思われる。

８時始業なので、時間外勤務⼿当を⽀払わず、会社から７時前に掛塚橋を通過するよ
うに促進させるのは困難。

 沿線企業の声

◆ チラシ配布による情報提供

掛塚橋

遠州⼤橋
(普通⾞100円)

①浜松バイパス
（福塚以⻄）

⑤渡河部⼿前

③掛塚橋東

⑥⽩脇⼩南付近

②中⽥島東付近

④５差路交差点

掛塚橋付近は、浜松市街地⇔磐⽥市南部
等の通勤交通が集中し、激しい渋滞が発⽣

⽯原町

福塚

⼤柳⽩脇⼩南

⻯洋中⼊⼝中⽥島東

遠州⼤橋はスムースな⾛⾏が可能

⽯原町交差点付近では、朝通勤時における
通過時間が国道1号では最⼤5分超、国道

150号では最⼤10分超となる場合有り
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２．実施した渋滞対策

■藤枝バイパスの渋滞課題と対応する施策の推進■H28年度に実施した対策概要
箇所 渋滞発⽣要因 対策内容

①
上
り

東
光
寺
Ｉ
Ｃ
付
近

連続するトンネル

サグ部での無意識な
速度低下

ICからの合流⾞両

②
上
り

薮
⽥
東
Ｉ
Ｃ
付
近

トンネル進⼊の⼼理的
抵抗による速度低下 潮トンネルの照度変更

サグ部での無意識な
速度低下 LED表⽰版・SL看板による無意識な

速度低下への注意喚起

ICからの合流⾞両
合流⾞線前⽅での合流を促すSL看
板を設置（国交省が実施）
ピーク時の利⽤IC変更を促すSL看板
を設置（藤枝市が実施）

③
下
り

広
幡
Ｉ
Ｃ
付
近

トンネル進⼊の⼼理的
抵抗による速度低下 潮トンネルの照度変更

サグ部での無意識な
速度低下 LED表⽰版・SL看板による無意識な

速度低下への注意喚起

ICからの合流⾞両 広幡ICの適正利⽤を促すSL看板の
設置（不要な合流の排除）

H28年度・H29年度実施

H27年度実施（継続中）

H27年度実施（継続中）

H27年度実施（継続中）

H28年度・H29年度実施

H28年度・H29年度実施

東光寺IC付近から発⽣する
渋滞への対策は今後検討薮⽥東IC

潮TN

薮⽥⻄IC⾄ 浜松 ⾄ 静岡

Ｓ
Ｌ
看
板

Ｓ
Ｌ
看
板

Ｓ
Ｌ
看
板

Ｌ
Ｅ
Ｄ

潮TN

⾄ 浜松 ⾄ 静岡

Ｓ
Ｌ
看
板

既
設
看
板

既
設
看
板

上り：薮⽥東IC付近での対策（期間：H28.8.9（⽉）〜9.20（⽉））

上り坂⼿前で
事前の注意喚起 上り坂の中腹で

注意喚起を継続 渋滞の起点で低速⾞両の
発⽣・渋滞伝搬を抑制ランプ合流⾞両にも

上り坂の注意喚起

潮TN⼿前を起点に渋滞が発⽣

31 2 4

1 2 3 4

下り：広幡IC付近での対策（期間：H28.8.9（⽉）〜9.20（⽉））

より頂上に近い部分で
低速⾞両発⽣を抑制

ICに迂回する⾞両を抑制し
不要な合流を減らす

広幡IC
on

広幡IC
off Ｓ

Ｌ
看
板

合流部付近での速度低下潮TN⼿前を起点に渋滞が発⽣

4 5

6

4 5 6

（４） 国道1号藤枝バイパスにおける渋滞ソフト対策 （実施主体：国） ＜完了・一部継続中＞

○藤枝BPではH28年度、「サグ部での無意識な速度低下に対する施策」、「ICの適正利⽤を促す施策」を、8⽉上旬〜9⽉下旬にかけて実施した。

野⽥IC
東光寺IC

⾕稲葉IC
薮⽥⻄IC 薮⽥東IC 広幡IC

内⾕IC
1 1至 浜松 至 静岡広

域
図
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２．実施した渋滞対策

0

2

4

6

8

10

12

対策前 対策後

0
2
4
6
8
10
12
14
16

対策前 対策後

○ 今回のソフト対策により、交通ピーク時の所要時間は、上り線で約1分、下り線で約2分短縮。
○ 渋滞の遭遇率も、上り線は時間帯別で最⼤約30％減。下り線も17時台・19時台の遭遇率が⼤幅に低下。

効果検証①：所要時間の変化 効果検証②：渋滞の遭遇率の変化
■東京⽅⾯(上り線):7時台の所要時間 ■名古屋⽅⾯(下り線):17時台の所要時間

［分］

朝7時台
約1分短縮

［分］

※［対策前］H28.7.26(⽕)〜8.5(⾦)、［対策後］H28.9.6(⽕)〜9.16(⾦)
※ただし休⽇および事故・⾞線規制発⽣等の特異⽇を除く

※⾕稲葉IC→内⾕IC ※内⾕IC→⾕稲葉IC

⼣⽅17時台
約2分短縮 0%

20%

40%

60%

80%

100%
6
:4
0

6
:5
0

7
:0
0

7
:1
0

7
:2
0

7
:3
0

7
:4
0

7
:5
0

8
:0
0

8
:1
0

8
:2
0

対策前 対策後

■東京⽅⾯（上り線）：朝の渋滞遭遇率

67%

100%

7時以前の渋滞
遭遇率が⼤幅減

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1
7
:1
0

1
7
:2
0

1
7
:3
0

1
7
:4
0

1
7
:5
0

1
8
:0
0

1
8
:1
0

1
8
:2
0

1
8
:3
0

1
8
:4
0

1
8
:5
0

1
9
:0
0

1
9
:1
0

1
9
:2
0

1
9
:3
0

1
9
:4
0

1
9
:5
0

対策前 対策後

■名古屋⽅⾯（下り線）：⼣⽅の渋滞遭遇率

19時以降の渋滞
遭遇率が⼤幅減

薮⽥東IC薮⽥⻄IC

広幡IC

潮トンネル
潮トンネル〜広幡ICにかけて

渋滞発⽣

頂上に近い部分から
速度低下⾞両発⽣を抑制し

下流への伝搬を防ぐ

ICに迂回する⾞両を抑制し
不要な合流を減らす

薮⽥東IC合流〜潮トンネル⼿前
を起点に渋滞が発⽣

上り坂の⼿前で
事前の注意喚起

上り坂の中腹で
注意喚起を継続 渋滞の起点となる頂上付近で

低速⾞両の発⽣を抑制し、
下流への伝搬を防ぐ

ランプ合流⾞両にも
上り坂の注意喚起

Ｓ
Ｌ
看
板

Ｓ
Ｌ
看
板

既
設
看
板

Ｓ
Ｌ
看
板

Ｓ
Ｌ
看
板 Ｓ

Ｌ
看
板

既
設
看
板

既
設
看
板

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
⽰
板

合流部付近での
速度低下

※［対策前］H28.7.26(⽕)〜8.5(⾦)、［対策後］H28.9.6(⽕)〜9.16(⾦)
※ただし休⽇および事故・⾞線規制発⽣等の特異⽇を除く
※渋滞遭遇率：上記対象期間のうち、各時間帯において30km/hを下回る⽇の割合より算出

⾄
名
古
屋

︵
⾄
⾕
稲
葉
Ｉ
Ｃ
︶

︵
⾄
内
⾕
Ｉ
Ｃ
︶

⾄
東
京

（４） 国道1号藤枝バイパスにおける渋滞ソフト対策 ＜H28年度実施対策の効果検証＞
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２．実施した渋滞対策

 国道139号⼩泉若宮等の主要渋滞箇所の交通混雑を緩和を⽬的とし、国道139号から県道72号(富⼠⽩⽷滝公園線)等への案内誘導を促すため、道路利⽤
者への①現地案内誘導、②情報提供（取組の周知）を実施。（実施期間は、秋の⾏楽シーズンである平成28年11⽉1⽇(⽕)〜30⽇(⽔)の休⽇）

 交通案内誘導の実施による、休⽇⼣⽅の国道139号ルートの交通量は、ほぼ増減なし。混雑回避ルートの交通量は、約2割増加。
 混雑回避ルートの認知度は約２割であり、混雑回避ルートを利⽤する意向と回答した⽅は全体の約7割と⾼い

（５） 情報提供による富士市～富士宮市間における交通案内誘導 （実施主体：国） ＜継続実施＞

［取組概要］

②情報提供（交通案内誘導の広報・周知）

①現地案内誘導
《自立式による案内看板の設置方法》 《ガードレール設置による案内看板の設置方法 》

【チラシ・ポスターを⽤いた情報提供】

《白糸ノ滝》《道の駅 朝霧高原》 《沿線のコンビニ》

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H28.10 H28.11
0

200

400

600

800

1,000

H28.10 H28.11

□交通量（夕方15h～19h合計）の変化

交通案内
誘導実施

7,000台

増減なし

＜国道１３９号ルート（上り：天間）＞
（台／5h）

6,980台

＜混雑回避ルート（上り：県道72号）＞

570台

交通案内
誘導実施

670台
約2割増

（台／5h）

出典：国道139号は、トラカンデータ（取組前：H28.10月休日、取組後： H28.11月休日）15～19時
混雑回避ルート（県道72号）は、交通量調査結果（取組前：H28.10月休日（10/29,10/30）、取組後： H28.11月休日）

上井出IC

新東名新富士IC

国道139号

ルート

混雑回避
ルート

N

富⼠市

富⼠宮市

⾄朝霧⾼原、⼭梨県

⾄ 静岡市

小泉若宮

大淵

一小

大淵

二小

富士根北小

粟倉分校

登山道入口

⾄ 国道1号

⾄ 御殿場

天間

県道72号
上り

上り

［広域図］ ［取組概要］

［対策実施による効果］

【施策の認知度】

□ 聞き取り調査・ＷＥＢアンケート調査結果

23%

77%

認知度は約２割

知っている

知らない

N=187 （聞き取り調査＋WEB調査）

【混雑回避ルートの利用意向】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用した・利用する予定 利用しなかった・利用しない予定

利用した・利用する予定
利用しなかった
・利用しない予定

利用した

利用する予定

利用しなかった

利用しない予定

65% 35%

85% 15%

64% 36%

混雑回避ルートの利用意向は約７割

全体：N=170（聞き取り調査＋WEB調査）
※利用状況：N=13（WEB調査）、利用予定：N=157（聞き取り調査＋WEB調査）

全体
（利用状況+利用予定）

利用状況

利用予定
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【国道1号東⾏き速度図：朝⼣ピーク２時間】

原東町

西椎路

市立病院南

江原公園 共栄町 上石田

■位置図

愛鷹SIC利用台数
約3,700台/日

東京方面利用台数
約1,600台/日

静岡方面利用台数
約2,100台/日

H27=63,566台/日
H28=57,042台/日

２．実施した渋滞対策

（６） 愛鷹スマートICの開通による国道1号の交通状況 （実施主体：沼津市） ［H28.3.19開通］

 東名⾼速道路 愛鷹SICの開通により、混雑が激しい国道１号上り線（東⾏き）の朝ピーク時の交通状況が改善。

【検証結果】
・国道1号東⾏きの朝ピーク(7時〜9時)および⼣ピーク(17時〜19
時)の時間帯に渋滞が顕著であるため、当該時間帯に着⽬し速度の
⽐較分析を⾏った。

・朝ピーク(7時〜9時)では、市⽴病院南(愛鷹SICアクセス)〜江原公
園前間における速度改善を確認した。
⼣ピーク(17時〜19時)においては、愛鷹SIC⽅⾯の交通量が
朝ピークより少なく（朝ピーク約400台/時、⼣ピーク約300台/時）、
朝ピークに⽐べ⼣ピークは帰宅時間が分散しているため、⽬⽴った速
度変化は確認されなかった。

・国道１号の交通量はH27年時と⽐較して約6千台減少した。

ＥＴＣ2.0
プローブ

速度が改善

速度変化なし

※開通前H27年6⽉：平⽇の平均値、開通後H28年6⽉：平⽇の平均値

SIC
開
通
前

SIC
開
通
後

SIC
開
通
前

SIC
開
通
後
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⽥
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ケ
丘

宮
前
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園
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⽴
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⽥
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⽥
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⽥
⻄

⻄
沢
⽥
榎
⽥

⻄
沢
⽥
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椎
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⾃
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⻄
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⽥
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⽴
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⾃
⼊
⼝
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椎
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今
沢

⼤
塚

原
団
地

原
東
町
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２．実施した渋滞対策

沼津市

三島市

長泉町

清水町

函南町

伊豆の国市

1 1

1

136

414

三島塚原IC

函南塚本IC

三島玉沢IC

三島加茂IC

長泉
JCT沼津

岡宮IC

沼津ＩＣ

長泉
沼津ＩＣ

三島萩IC

長泉IC

1
1

136

246

414

至

名
古
屋

至

富
士
市

至 下田

1

246

大場・函南IC

至 東京

上り線
渋滞発⽣区間
（約4.3㎞）

（７） 東駿河湾環状道路 サグ部渋滞対策（大型看板設置） （実施主体：国）

 東駿河湾環状道路（上り）において、上り勾配がある付近にて、10km/h程度速度低下が⾒られる。
 ETC2.0プローブ情報を⽤いて、渋滞発⽣前の速度低下地点、渋滞発⽣後の渋滞先頭地点を把握し、⼤型看板等の設置位置を検討。
 平成２８年７⽉に⼤型看板等を設置したことにより、上り坂において速度が向上。

①大型看板 ③縦看板

函南塚本ＩＣ

■ETC2.0データを⽤いた看板設置位置の妥当性検証

⽇平均交通量 約3万台

⾄
沼
津

⾄
下
⽥⼤場・函南ＩＣ

⼤型看板
①

既設国交省
道路情報板

①大型看板

③縦看板

②大型看板

⼤型看板
②

③
縦
看
板

上り坂区間 L=1.5km

ETC2.0
プローブ

上り坂終点付近で最も速度が低下
(113.6〜114.2kp）

下り勾配で速度が回復し始める
(113.9kp付近） 上り勾配区間

至

三
島
玉
沢
Ｉ
Ｃ

至

大
場
函
南
Ｉ
Ｃ

三島玉沢IC 大場・函南IC

KP111112113114115 108

■広域図

24 

27 

0

10

20

30

対策実施前 大型看板設置後

上
り
坂
区
間
ピ
ー
ク
時
の
平
均
速
度
（k

m
/
h

）

■⼤型看板設置による効果

※速度は三島玉沢IC～大場・函南IC間の平均速度
※対策実施前：H26.7.26(土)17時台 大型看板設置後：H28.8.7(日)18時台
※速度は民間プローブデータから算出
※平均旅行速度はピーク1時間の平均速度

約3km/h
速度が向上

■対策内容

※渋滞：時速40km以下で低速走行あるいは停止発進を繰り返す車列が、1km以上かつ15分以上継続した状態

三島⽟沢ＩＣ
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２．実施した渋滞対策

調査⽇対策前：平成２８年７⽉３０⽇（⼟）
対策後：平成２８年８⽉１４⽇（⽇）

（８） 国道１３８号リサーチパーク入口交差点 発進遅れ抑止対策 （実施主体：国）

 上り勾配で発進が緩慢となる上り⾞線停⽌線付近において、路側に発進遅れ抑⽌案内看板を設置し、スムースな発進を促すことで、交差点での交通処
理能⼒を向上させる。

 スムースな発進を促す看板の設置により、通過台数が約１０％増加し、渋滞が緩和。

富士山

静岡県⼩⼭町須⾛
国道138号 上り線

138

246

246

至

東
京

至 小田原市

至 富士吉田市

御殿場IC

須走IC

裾野IC

138

対象

至

名
古
屋

リサーチパーク入口

水土野

仁杉

萩原北

富士観光名所（富士五湖、富士急）方面

発進遅れ防⽌
案内看板（イメージ）

 ドライバーにスムースな
発進を意識してもらうこ
とで、交差点流⼊におけ
る発進遅れを緩和させ、
⾞頭間隔短縮による交
差点流⼊台数を増加さ
せる。

■発進遅れ防⽌案内看板（イメージ）

■対策位置
■H27.9シルバーウィークにおける速度低下状況

≪交通の現状(旅⾏速度変動)≫

7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

至

山
中
湖

至

箱
根

観光期
（上り線）
7-19時

須走南
水土野

仁杉

ぐみ沢上

萩原北

246

須走IC ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ入口 ぐみ沢

渋

渋渋

138
138

469

渋渋渋

138

渋渋

主要渋滞箇所
主要渋滞箇所（区間）

凡例
渋

0-20km/h
20-30km/h
30-40km/h
40-50km/h
50km/h以上

凡例

≪対策の効果≫
■対策実施前後における交差点流⼊交通容量の変化

①交差点直近に設置した看板

②交差点⼿前に設置した看板

ピ
ー
ク
時
１
時
間
あ
た
り
の

交
差
点
流
入
交
通
容
量
（台
／
時
）

対象箇所

設置期間：H28年7月30日～12月1日

出典：⺠間プローブデータ 平成２７年９⽉シルバーウィーク平均値

凡例
案内看板  発進遅れ防⽌看板を設置

→⾞両のスムースな発進を促す

進⾏⽅向
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２．実施した渋滞対策

早川⼝

中⼤⾒⼝

国道135号ルート

伊⾖ｽｶｲﾗｲﾝ
経由ルート

（９） 伊豆スカイラインを活用した河津桜まつり期間中の渋滞対策 （実施主体：静岡県）

 平成29年2⽉17⽇〜2⽉26⽇において、伊⾖スカイラインの通⾏料⾦（通常980円）が上限200円となる割引キャンペーンを実施。
 国道135号・136号から伊⾖スカイラインへの迂回を呼びかける看板を各分岐点の周辺に設置
 ⺠間ルート検索サイトにおいて、⼩⽥原〜伊⾖⾼原間で伊⾖スカイラインの利⽤が優位となる時間帯・⽅向において推奨迂回ルートへ誘導と合わせ伊⾖スカ

イラインの料⾦割引の告知バナーを設定
 対策の効果として、国道135号のピーク時所要時間が最⼤７分短縮

■配付チラシと混雑時における所要時間の⽐較
配布チラシ設置看板

設置看板

幹線道路の混雑時における所要時間の⽐較
■看板位置図 ■⺠間ルート検索サイトを

利⽤した情報発信

東駿河湾環状道路
渋滞回避ルート

看板（国道135号）
看板（国道136号）
道路情報板（⿊）

6.6 

4.0 5.3 
6.1 6.1 

10.0 
12.0 

9.3 

8.2 

9.3 

7.3 
5.5 

3.3 3.8 4.2 
5.6 5.2 5.6 

8.7 8.8 8.7 

7.4 

8.3 6.0 

0

3

6

9

12

15

7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

4.6 
6.7 

10.7 10.1 

14.1 13.6 12.7 12.0 
13.9 

8.7 6.7 

4.4 
5.5 5.8 

7.3 7.4 7.7 

13.4 
10.6 10.3 

6.7 6.9 
5.6 

0

3

6

9

12

15

7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

＜国道135号 殿⼭・⽔無⽥交差点付近(約3km区間)＞

データ出典：ETC2.0データ

所
要

時
間

(分
) 割引期間外：10.0分

(昼間12時間平均)

割引期間中:7.6分
(昼間12時間平均)

約24％短縮
最⼤約7分短縮

最⼤約4分短縮

＜国道135号 中央町交差点付近(約1.3km区間)＞

割引期間外：7.5分
(昼間12時間平均)

割引期間中:6.3分
(昼間12時間平均)

約16%短縮

所
要

時
間

(分
)

料⾦割引期間前 H29.2.12（⽇） 料⾦割引期間中 H29.2.19（⽇）

料⾦割引期間前 H29.2.12（⽇） 料⾦割引期間中 H29.2.19（⽇）

データ出典：ETC2.0データ

■主要渋滞箇所付近の北⾏き所要時間の変化

殿⼭
⽔無⽥

中央町



18

２．実施した渋滞対策

0
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4月
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1日

5月
3日

5月
5日

5月
7日

8月
2日

8月
4日

8月
6日

8月
8日

8月
10

日
8月

12
日

8 月
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日
8月
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日

8月
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日
8月
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日

2月
7日

2月
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日
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日
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日
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日
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日
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日
5月

2日
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4日
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6日

（１０） 伊豆地域におけるホームページを活用した混雑情報提供 （実施主体：国）

 主要な道路の繁忙期における混雑状況を過去の⺠間プローブデータを⽤いて⽰した情報提供ホームページを作成。平成28年8⽉4⽇より沼津・三島地域か
ら伊⾖地域に拡充。平成29年2⽉3⽇より伊⾖地域の主要な道路における所要時間情報の提供を新たに開始。

 平成27年12⽉25⽇の公開以降、⼀定のアクセスがあり、お盆期間では約２９倍、河津さくらまつり期間中では約３０倍のアクセスがあった。
<<対策実施による効果>>例）お盆 １5時台伊⾖地域版

ア
ク
セ
ス
数
︵
件
／
⽇
︶

全期間で沼津・三島版公開中 ８⽉４⽇より伊⾖地域版公開 河津桜まつり開催期間

【通常の休⽇平均】
32.4件/⽇

約７倍
（増加）

【お盆の平均】
950.7件/⽇

約29倍（増加）

【GWの平均】
219.3件/⽇

混雑情報のアクセス数推移
約30倍（増加）

※満開期
の休⽇

河津桜まつり期間
の休⽇平均

1,000.0件/⽇
【GWの平均】
704.0件/⽇

約22倍（増加）

H29GW

<<温泉旅館のブログでも紹介>>

http://www.kouyurou-ikawa.jp/blog/archives/category/info
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３．今年度の取り組み（案）
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３．今年度の取組み（案）

３－１ エリア毎の検討・取組み内容
 浜松エリア、中東遠地区

新東名高速道路

三
遠
南
信
自
動
車
道

1

湖西市

浜松市

磐田市

袋井市

掛川市

301

150

257

362

152

362

1

152

愛知県 森町

凡 例

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜主要渋滞箇所＞

箇所

箇所（踏切）

区間

エリア

主な工場等

主な大規模商業施設

国道1号、国道150号掛塚橋
・ﾐｸﾛｼﾐｭﾚｰｼｮﾝによる遠州⼤橋無料化分析
・誘導計画・信号現⽰の検討

箇所 実施施策 実施主体 検討状況

国道３０１号（利木地区） ・道路改良 静岡県 事業中

（都）下石田葵西線 ・新設整備 浜松市 事業中

国道150号
磐南Ⅱバイパス

・バイパス整備 静岡県 事業中

（市）桜木中横断線 ・道路改良
（L=1.6km、W=10.0ｍ）

掛川市 事業中

（都）掛川駅梅橋線新設 ・新規路線（Ｈ28一部開通）
（L=0.8km、W=16.0m)

掛川市 事業中

（市）郡道坂線新設 ・新規路線
（L=0.7km、W=16.0m)

掛川市 事業中

（一）掛川磐田線 ・道路改良（４車線化）
（L=1.7km）

静岡県 事業中

（市）桜⽊中横断線
道路改良
事業中

国道1号掛川バイパス（⼤池ＩＣ・⻄郷ＩＣ周辺）
情報提供による速度低下対策

継続実施

国道1号潮⾒バイパス（⽩須賀ＩＣ周辺）
情報提供による速度低下対策

継続実施

（市）掛川⾼瀬線
道路改良
事業中

（市）郡道坂線
新設

事業中

（都）掛川駅梅橋線
新設（Ｈ28⼀部開通）

事業中

（⼀）掛川磐⽥線
道路改良（4⾞線化）

事業中

国道150号
磐南Ⅱバイパス整備

事業中

国道301号（利⽊地区）
道路改良
事業中

⼤河ドラマ館（浜松市北区）
臨時駐⾞場・Ｐ＆Ｒ・新バス路線

継続実施
三⽅原SIC周辺

三⽅原SIC案内標識設置
新規実施

浜松エリア

（都）下⽯⽥葵⻄線
新設整備
事業中

道路整備等 総合対策等
箇所 実施施策 実施主体 検討状況

国道１号掛川バイパス
（大池ＩＣ・西郷ＩＣ周辺）

・情報提供による速度低下対策 国交省
静岡県
掛川市

継続実施

国道1号、国道１５０号
掛塚橋

・ﾐｸﾛｼﾐｭﾚｰｼｮﾝによる遠州大橋
無料化分析

・誘導計画・信号現示の検討

国交省
静岡県
浜松市

新規実施

国道１号潮見バイパス
（白須賀ＩＣ周辺）

・情報提供による速度低下対策
（休日対策）

国交省 継続実施

大河ドラマ館
（浜松市北区）

・臨時駐車場新設・Ｐ＆Ｒ
・新バス路線

浜松市 継続実施

三方原SIC周辺 三方原SIC案内標識設置 浜松市 新規実施
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３．今年度の取組み（案）

清水港

富士山静岡空港

藤枝・焼津・島田エリア

静岡エリア

1

1

1

静岡市

藤枝市

島田市

焼津市

牧之原市菊川市

掛川市

川根本町

473

362

473

150

中
部
横
断
自
動
車
道

吉田町

田子の浦港

富士エリア

1

52

1

富士宮市

富士市

139

469

 静岡エリア、藤枝・焼津・島田エリア  富士エリア、富士宮地区

：主要渋滞区間

-凡例-

：主な工場等

：主要渋滞箇所（交差点）

：主要渋滞箇所（踏切）

藤枝バイパス（情報提供）
継続実施

富⼠市〜富⼠宮市間の交通案内誘導（休⽇）
検討中

富⼠⼭周辺地域におけるホームページ、SNSを活⽤
した観光交通の時間分散 （休⽇）
継続的に実施

静岡市内
P&B、C&Bの整備等
継続実施

宮島東交差点 設計中

⻑沼交差点 検討中

⽻⿃IC交差点 検討中

国道1号道路空間再編
（リバーシブルの⾒直し）
検討予定

⼩泉若宮交差点
検討中

⼤井川鐵道SL
トーマス号運⾏期間
の渋滞対策（休⽇）
継続実施

⽇本平動物園
⼤型連休時の
渋滞対策（休⽇）
継続実施

大井川焼津藤枝スマートIC

静清バイパス(牧ケ⾕IC-丸⼦IC)
事業中

三輪⽴花線
事業中

静岡バイパス
完了予定

静岡東スマートIC
完了予定

富⼠⼭フロント⼯業団地アクセス道路
H29年度開通予定

蓮沼交差点 検討中

箇所 実施施策 実施主体 検討状況

静岡東スマートIC ・スマートIC整備 NEXCO中⽇本、静岡市 完了予定
国道1号静清バイパス ・拡幅 国 事業中

国道150号静岡バイパス ・拡幅 静岡市 完了予定
三輪⽴花線 ・新規路線 藤枝市 事業中

宮島東交差点 ・交差点改良 国 設計中

蓮沼交差点 ・交差点改良 国 検討中

小泉若宮交差点 ・交差点改良 国、静岡県、富⼠市、富⼠宮市 検討中

富⼠⼭フロント⼯業団地アクセス道路 ・新規路線 富⼠市 完了予定

道路整備等

総合対策等
箇所 実施施策 実施主体 検討状況

⻑沼交差点 ・交通マネジメント等 国・静岡市 検討中

静岡市内
・郊外部バスターミナル整備事

業パーク＆バスライド・サイクル
＆バスライド駐⾞場の整備

静岡市 継続実施

⽻⿃IC交差点 ・交差点運⽤ 国 検討中

国道1号リバーシブルレーン⾒直し ・道路空間再編 国 検討中

⽇本平動物園周辺 ・交通マネジメント 静岡市 継続実施

藤枝バイパス ・情報提供 国 継続実施

⼤井川鐵道周辺（休⽇） ・交通マネジメント 島⽥市 継続実施

富⼠市〜富⼠宮市間 ・交通案内誘導 国、富⼠市等 検討中

富⼠⼭周辺 ・交通マネジメント 国、静岡県、観光施設等 継続実施
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３．今年度の取組み（案）

天
城
北
道
路

伊豆の国市

伊豆市

伊東市

東伊豆町

河津町

西伊豆町

414

135

135

136

田子の浦港
富士エリア

沼津・三島エリア

246

1

246

138

138

1

139

1

富士宮市

富士市

裾野市

静岡市

御殿場市

小山町

三島市

長泉町

函南町

沼津市

469

414

139

469

 沼津・三島エリア、御殿場地区、裾野地区

 伊豆地区

笹原山中バイパス
（笹原工区）

事業中

下土狩文教線
事業中

（都）西間門新谷線
事業中

（仮称）足柄スマートＩＣ

事業中

（仮称）駒門スマートＩＣ

事業中

伊豆スカイライン

料金割引

東駿河湾環状道路
付加追越車線検討

：主要渋滞区間

-凡例-

：主な⼯場等

：主要渋滞箇所（交差点）
：主要渋滞箇所（踏切）

国道１号 市立病院南交差点

右折車線延長

国道1号 江原公園～西椎町
情報提供等 渋滞対策検討中

東駿河湾環状道路
（沼津岡宮～愛鷹）事業中

東駿河湾環状道路
県警トラカン設置

伊豆中央道
江間交差点立体化

修善寺道路
サグ部 速度低下対策

箇所 実施施策 実施主体 検討状況

国道１号 江原公園交差点～西椎町交
差点間

愛鷹スマートICへの迂回誘導・案内 国交省 検討中

東駿河湾環状道路 県警トラカン設置・VICS情報の提供 県警 検討中

東駿河湾環状道路 時間・経路分散対策（チラシの配付） 国交省 検討中

修善寺道路 サグ部 速度低下対策 静岡県 検討中

伊豆スカイライン 河津桜まつり開催期間中の料金割引 静岡県
県道路公社

検討中

箇所 実施施策 実施主体 検討状況

東駿河湾環状道路 沼津岡宮～愛鷹 新規路線整備 国交省 検討中

笹原山中バイパス 新規路線整備 国交省 事業中

東駿河湾環状道路 三島玉沢～大場・函
南

付加追越車線設置 国交省 検討中

国道１号 市立病院南交差点 右折車線延長 国交省 事業中

（都）下土狩文教線 拡幅 三島市 事業中

（都）西間門新谷線 拡幅 清水町 事業中

伊豆中央道 江間交差点 交差点立体化 静岡県
県道路公社

事業中

須走道路・御殿場バイパス（西区間） 新規路線整備 国交省 事業中

（仮称）足柄スマートIC スマートIC設置 小山町 事業中

（仮称）駒門スマートIC スマートIC設置 御殿場市 事業中

時間・経路分散対策
（チラシの配付）

総合対策等

道路整備等
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３．今年度の取組み（案）

（１） 国道1号及び国道150号掛塚橋渋滞 遠州大橋無料化後の周辺影響検証

○国道1号浜松BPは交差点が連担しており、かつ従道路側からの流⼊交通量も多いため、主要渋滞箇所が存在。
○特に、浜松BPと国道150号が交差する「⽯原町交差点」では、従道路側においても、渋滞が発⽣。
○⼀⽅で、遠州⼤橋が無料化（H31.9）されることで、掛塚橋通過交通が転換することが予想される。
○そのため、遠州⼤橋無料化後の周辺道路の影響把握を⽬的に経路選択型ミクロシミュレーションを実施し、交通状況を踏まえた対策を検討。

右岸堤防部

（無信号）

河輪

大柳

福塚

江之島高校北

石原町

都盛南

芳川大橋南
参野町

頭陀寺町北

鮫島北

駒場公民館

掛塚橋東

無名①

無名②

遠州⼤橋
（有料）

150

1

1
150

150

1.9万台/12h

0.6万台/12h

無料化により、
交通の転換に期待 ：ミクロシミュレーション検討路線（案）

【凡例】

：主要渋滞箇所

：渋滞⻑
：交通量調査箇所（案）

【遠州⼤橋無料化に向けた対策検討フロー】

ﾐｸﾛｼﾐｭﾚｰｼｮﾝによる遠州⼤橋無料化の影響把握

交通状況悪化が想定される箇所の対策（案）の検討

対策（案）の実施による効果予測（ﾐｸﾛｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ）

効果発現が予測される対策（案）を試⾏的に実施

対策（案）の効果検証

遠州⼤橋無料化を踏まえた周辺地域の対策内容の決定

遠州⼤橋無料化に向けた対策の実施

遠州⼤橋無料化後の交通状況のモニタリング

モニタリング結果を踏まえた対策の効果分析

Ｈ29年度

Ｈ30年度

Ｈ31年度

検討路線と交通量調査箇所については、関係機関との調整の上、決定する。

西中町

浜松市中⼼部

磐⽥市沿岸部
産業集積エリア

周辺道路の交通量調査の実施

出典（断⾯交通量（万台／12ｈ））：Ｈ27センサス交通量
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３．今年度の取組み（案）

■ 掛川バイパスの使われ⽅（交通流動）
○浜松・磐⽥・袋井市街地の⻄側からの通勤交通と、島⽥市・菊川市の東側の通勤交通が多くなっているが、掛川市内の住宅地からの内々交通が特に多い。
⇒掛川BPの短区間利⽤が多いことが想定される（「⼤池IC〜千⽻IC」間の上下線）
○既存データの分析結果を拡充する⽬的に、沿線企業への聞き取り調査（従業員の通勤経路・通勤時間帯など）の上、時間分散などの対策を実施予定。

≪掛川市東部企業集積地の交通流動（乗⽤⾞）≫ ≪掛川市⻄部企業集積地の交通流動（乗⽤⾞）≫

⾄

名
古
屋

⾄

東
京沢⽥IC

⼤池IC

⻄郷IC 宮脇IC 千⽻IC

⼋坂IC

掛川市街地

企業集積地
エコポリス
⼯業団地

新エコポリス
⼯業団地

住宅地

住宅地

道の駅
掛川

⾄
森
町

１
１

住宅地

企業集積地

浜
松
・
磐
⽥
・
袋
井
⽅
⾯

島
⽥
・
藤
枝
⽅
⾯

約７割が掛川バイパス利⽤ 掛川ＢＰ利⽤交通の約4割は通過交通

企業集積地
出典：ETC 2.0 プローブデータ情報（Ｈ27.10⽉平⽇）

（県）⽅の橋薗ヶ⾕線

約３割が（⼀）⽇坂沢⽥線（旧国道1号）利⽤

掛川市
北⻄部

掛川市
中部

掛川市
⻄部

掛川市
南東部

袋井市
中部

袋井市
南部

磐⽥市
中部

浜松
市街地

島⽥市

菊川市
北部

掛川市東部
企業集積地120120

76

45

25

26

16

35

16

11

17 掛川市
北⻄部

掛川市
中部

掛川市
東部

掛川市
南東部

袋井市
中部

袋井市
南部

磐⽥市
中部

浜松
市街地

島⽥市

菊川市
北部

掛川市⻄部
企業集積地

120
76

44

34

10

15

11

27

（内々 95）

≪特に多い流動≫
・掛川市中部（住宅地）・掛川市⻄部（住宅地・企業集積地）・内々

掛川市
南⻄部

袋井市
北部

36

26

2314

御前崎
市

11

≪特に多い流動≫
・掛川市中部（住宅地）・掛川市⻄部（住宅地・企業集積地）・内々
※周辺市町村からも⼀定数の流動有

（内々 77）

出典：Ｈ22センサスＯＤ
（百ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞ）
※10百ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞ以上 → 40百トリップエンド以上

（２） 国道1号掛川バイパスの渋滞対策検討
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３．今年度の取組み（案）

○ Ｈ28年度の短期対策の課題として、①上り線側のピーク時は急激に交通量が増加するため、サグ対策のみでは⼗分な効果が発現できないこと、
②上り坂⼿前の情報発信は先づまりを発⽣させ、逆効果の可能性があること、③渋滞を完全にゼロとすることは困難であることが挙げられる。

○ 今年度は、課題②・③に対して、ＳＬ看板の設置位置・内容の変更、及びＬＥＤ表⽰時間の限定等を検討（改良案A・B・C）。

（３） 国道１号藤枝バイパスにおける渋滞ソフト対策 （実施主体：国） ＜一部改良検討中＞

薮⽥東IC

潮トンネル

薮⽥⻄IC⾄ 名古屋 ⾄ 東京

看
板

看
板

看
板

Ｌ
Ｅ
Ｄ

「速度上げなきゃ！」
⇒速度低下前に
アクセルを踏む

無意識な速度低下は
解消傾向

先づまりの発⽣

1,980  1,764 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

［
低

速
⾞

両
台

数
］

□上り坂頂上付近での⽇あたり低速⾞両台数

対策前
対策後

□上り坂⼿前での⽇あたり低速⾞両台数

475 

658 

0

200

400

600

800

［
低

速
⾞

両
台

数
］

対策前
対策後

低速⾞両増加

課題②：上り坂⼿前の”事前の情報発信”は逆効果の可能性あり

0

50

100

150

200

250

30分前 20分前 10分前 ピーク 10分後 20分後 30分後

上り 下り

課題①：上り線側の朝ピーク時における効果は限定的

改良⽅針（案）：流⼊交通量をコントロールする⽅策も合わせて検討
↓

今年度以降に対策を検討

□上下線別 交通ピークに向けての10分間交通量推移
［台/10min］

※上り線:潮トンネル⼿前、下り線：広幡IC合流⼿前での計測
ピーク

上り線側は交通量増加が急激で
今回の対策では対処しきれない

□ピーク時通⾏⾞両の
低速⾞両割合

81.5

37.4

0

20

40

60

80

100

上り 下り

[%]

低速⾞両の割合が⾼い
ため、サグ対策のみでは
効果が発現しづらい

上り線 下り線

上り線 下り線

改良⽅針（案）：表⽰位置・内容の改良の上、効果的な渋滞対策を検討
↓

改良案A・Bにて対応（看板設置位置＋表⽰内容の変更）

課題③：渋滞を「ゼロ」にすることは難しい

0%

20%

40%

60%

80%

100%

6
:4
0

6
:5
0

7
:0
0

7
:1
0

7
:2
0

7
:3
0

7
:4
0

7
:5
0

8
:0
0

8
:1
0

8
:2
0

対策前 対策後

■東京⽅⾯（上り）朝の渋滞遭遇率
（再掲）

渋滞の最ﾋﾟｰｸ時間帯
渋滞遭遇率

100％でソフト対策
による効果なし 渋滞の収束時間帯

渋滞遭遇率は
減少傾向が⾒られるが

効果は低い

渋滞の開始時間帯
渋滞遭遇率が⼤幅に減少し、

渋滞ピーク到達時間を
遅らせる効果発現

⇒最も効果の出て
いる時間帯の効果
を最⼤化することが
有効

改良⽅針（案）： LED表⽰板のタイマー機能を⽤い、特定時
間のみ情報提供

⇒ 改良案Cにて対応（表⽰時間を限定）

※低速⾞両：30km/hを下回る⾞両

⾄
東
京

⾄
名
古
屋

薮⽥東IC

潮トンネル

薮⽥⻄IC

時ヶ⾕トンネル原トンネル

先
づ
ま
り
防
⽌
の
為

上
り
坂
前
の
看
板
は

再
設
置
し
な
い

［
再
設
置
］

［
再
設
置
］

下
り
坂
追
突
注
意

⾞
間
距
離
を
⼗
分
に

［
追
加
］

■上り線におけるSL看板設置改良案

改良案A
先づまり防⽌の為、

下り坂で速度を抑制する
注意喚起の追加

改良案B
先づまり防⽌の為
上り坂⼿前での
情報提供は中⽌

残りの看板は
そのまま設置

※下り線については元の運⽤を継続

ただいま
上り坂

速度低下
に注意！

［
表
⽰
時
間
を

限
定
］

改良案C
LED表⽰を

朝の渋滞開始時
間に限定
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３．今年度の取組み（案）

●宮島東交差点の右折⾞両が右折⾞線を越えて直進⾞両を阻害し、隣接する美⼟原交差点まで影響。
●右折2⾞線化することにより、直進⾞両への阻害を解消することで、渋滞緩和に期待。

（４） 国道１号宮島東交差点の右折2車線化対策 （実施主体：国）

■ 対策概要

◆現在の宮島東交差点（下り）

宮島東 美⼟原⾄ 新富⼠駅
⾄ 新東名・東名

右折レーンを超えて滞留が発⽣
直進⾞両を阻害

宮島東での滞留が
後続にも影響

⾄
東
京

⾄
名
古
屋

⾄
名
古
屋

◆対策後の宮島東交差点（下り）

短期対策
右折２⾞線化

本線阻害が解消

◆対策位置図

富⼠⼭

静岡市
宮島東

⾄ 東京

⾄ 名古屋

新富⼠駅

⾄ 新富⼠駅
⾄ 新東名・東名

美⼟原
中ノ浦

江川

宮島東 美⼟原

【分析結果】
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３．今年度の取組み（案）

（５） 情報提供による富士市～富士宮市間における交通案内誘導 （実施主体：国） ＜一部改良検討中＞

 富⼠〜富⼠宮間において、H28年度に実施した交通案内誘導施策を改良し、休⽇の渋滞対策を実施。
 迂回ルートへの分担率改善のため、北⼭ICからの誘導追加、看板デザインの改良等を検討。
 迂回ルート沿線の観光地を合わせて紹介することで、迂回ルートへの誘導を促す。

■ 取組み概要 ■ 混雑回避ルートと観光施設の位置

新東名新富士IC

国道139号
ルート

混雑回避
ルート

N

富⼠市

富⼠宮市

⽥⼦の浦港

⾄ 朝霧⾼原、⼭梨県

⾄ 静岡市

小泉若宮

大淵
一小

大淵
二小

富士根北小
粟倉分校

奇石博物館

富士山 天母の湯

富士山と茶畑
（富士山ビューポイント：大淵笹場）

富士山かぐや姫ミュージアム
（H28.4月ﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝ）

村山浅間神社
（世界遺産構成資産）

山宮浅間神社
（世界遺産構成資産）

白糸の滝

※写真：各自治体より受領

登山道入口

渋滞長550m
（9時台）

渋滞長30m
（17時台）

渋滞長70m
（12時台）

渋滞長1,800m
（16時台）

※渋滞長：交通量調査結果（H28.5月休日）

国道469号
山宮バイパス
H29.3開通

対策内容

 ⻄富⼠道路・国道139号から他路線への案内誘導を促すため、
①現地案内誘導、②情報提供（取組の周知）を実施。

 「⼭梨⽅⾯から帰宅する⾞両」を対象に、新東名新富⼠ICまでの
迂回案内を実施。

対策期間 平成29年11⽉の1ヶ⽉間＜休⽇を対象＞
※具体的な⽇時は今後調整

誘導区間 ①新東名新富⼠IC〜国道139号上井出IC
②新東名新富⼠IC〜国道139号北⼭IC

現状
 富⼠⼭周辺の観光⼊込客は、11⽉の紅葉シーズンが、GW・夏

休み期間に次いで多く、⻄富⼠道路・国道139号では著しい交通
混雑が発⽣。特に、国道139号上り（富⼠宮⇒富⼠⽅⾯）⼣
⽅の速度低下が顕著。

実施⽅法
（案）

（１）現地案内誘導
 現地に「案内看板（SL看

板）」を設置。期間中の維持
管理は、道路管理者と連携。

 看板デザイン・設置位置等の
改良を検討中。

（２）情報提供（広報）
 関係機関・施設（⾃治体や観

光協会、観光施設やコンビニ
等）と連携し、「HPバナーへの
掲載」や「チラシ配布・ポスター
掲⽰」、「twitter等のSNS」に
よる情報提供を実施。

実施結果の
分析⽅法
（案）

 混雑回避ルートにモバイルトラカンを設置し、国道139号からの転
換状況等を分析。また、ETC2.0プローブ等も活⽤。

 現地観光施設におけるアンケート調査、Webアンケート調査等の
実施も検討中。

H28と同じ対策期間を想定し、
昨年時対策と効果を⽐較

国道469号⼭宮バイパス
開通区間を新たに利⽤

上井出IC

現在の分担率
約1％

現在の分担率
約99％

▼現在のルート分担率
混雑回避ルート 約1%

国道139号ルート
約99%

新東名への
案内対象⾞両

N=479

データ：ETC2.0プローブ H28.10の1ヶ⽉
※対象⾞両：上井出ICを通過し新東名へ

進⼊した⾞両

北山IC
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３．今年度の取組み（案）

混雑度：1.35
流⼊交通量：11,663台/⽇
（⼤型⾞混⼊率：7.3％）

混雑度：1.11
流⼊交通量：9,924台/⽇
（⼤型⾞混⼊率：9.1％）

混雑度：2.72
流⼊交通量：18,408台/⽇
（⼤型⾞混⼊率：7.8％）

29 74 12

6 35
58

33
142
8 18

130
40

混雑度：2.72
流⼊交通量：18,766台/⽇
（⼤型⾞混⼊率：8.1％）

国道１号

（
主
）
山
脇
大
谷
線

1293 1349

1192 1224
1126 1088

1161 1184 1197 1151 1154
1268

1123 1153 1097
1185

1041 1073 1050

1242 1223 1193 1153 1158

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

７

時台

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

沼津方面からの流入

藤枝方面からの流入

711 708
814 784 738 707 747 719

785 733
815 764

575 580 521 516 543 583 630
557 605 597

712
591

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

７

時台

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

新静岡ＩＣ方面からの流入

国道150号方面からの流入

 (主)⼭脇⼤⾕線では、1⽇を通して新静岡ＩＣ⽅⾯からの流⼊が多く、国道１号では朝⼣ﾋﾟｰｸ時に沼津⽅⾯からの流⼊が多い。
 東名静岡東スマートＩＣの整備により、新たに（主）⼭脇⼤⾕線の⻑沼交差点を介してスマートＩＣへアクセスする交通が⾒込まれ、⻑沼交
差点への流⼊交通が増加し交通環境がさらに悪化することが想定されるなか、当該交差点に交通負荷軽減施策の検討・実施が急務。

 また、国道１号及び(主)⼭脇⼤⾕線における交通特性を分析し、短期及び中⻑期対策に向けた検討を⾏う。
［⻑沼交差点の交通状況］

※Ｈ28.5.17（火）
実態調査結果（主）⼭脇⼤⾕線(台/ｈ)

１⽇を通して新静岡IC⽅⾯からの流⼊が多い

(台/ｈ)

朝⼣ピーク時は
沼津⽅⾯からの流⼊が多い

［詳細図］

1

1

至 沼津

至 藤枝

至 新静岡ＩＣ

至 国道150号

流⼊
⽅向① 流⼊

⽅向②

流⼊
⽅向③

流⼊
⽅向④

至 国道150号

至

沼
津

至

藤
枝

至 新東名 新静岡IC

［周辺地域から⾼速道路ＩＣへのアクセス］

• 現況では、⻑沼交差点周辺は⾼速ＩＣの半径５km圏外であ
るが、東名静岡東スマートＩＣ整備により、新たに⻑沼交差点
付近の市街地も5km圏内となる。

• ＩＣアクセス路となる⼭脇⼤⾕線を経由する⾞両の増加が⾒込
まれるため、⻑沼交差点の流⼊交通増加が想定される。

⻑沼交差点

・⾼速ＩＣからの時間圏域

※出典：東名静岡東スマートインターチェンジ地区協議会資料（⼀部追記）

※⼤型⾞混⼊率
昼間12時間値

約
75
0m
約710m

約
160m

朝⼣ピーク時の
最⼤渋滞⻑ 静

岡
南
北
道
路

至 長沼
交差点

至 新静岡IC

【山脇大谷線の渋滞状況】

約180m

（６） 国道１号長沼交差点周辺におけるソフト対策等の検討 （実施主体：国） ＜検討中＞

国道１号
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３．今年度の取組み（案）

原東町

⻄椎路

市⽴病院南

江原公園

⼀本松⻄⾄

名
古
屋

⾄

東
京

地理院地図 標準地図

0 500ｍ

（７） 国道1号迂回案内（愛鷹スマートICの活用）

 国道1号の対策として、国道１号に横断幕を設置し、愛鷹スマートICの利⽤を促進
 東京⽅⾯⾏きの沼津IC利⽤者の約10％は国道1号⻄側から流⼊しているため、愛鷹SICの利⽤を促進することで市⽴病院南〜江原公園交差点付近

の混雑緩和を図る

【愛鷹スマートIC開通後(H28年6⽉：平⽇) 沼津IC利⽤圏域】

開通後も沼津ICを
利⽤する交通が存在

■対策案 愛鷹スマートICへ誘導する案内横断幕の設置

約10%
愛鷹SICに転換可能な交通

H29.10〜：対策実施

ＥＴＣ2.0
プローブ

横断幕（デザイン）

■横断幕設置予定位置

転換余地がある⾞両を約10％
（約1,158台/⽇）確認

E1 東 名
TOMEI  EXP

ETC 専 用
ONLY8 -1 愛 鷹

A sh i t a k a
静岡県道路交通渋滞対策協議会・国土交通省 沼津河川国道事務所

車 長 1 2 m 超 は 通 行 不 可3.5km 先 左折
スマート IC

■交通状況(愛鷹スマートIC開通後)

愛鷹スマートICへ転換を促進

【設置箇所（候補）】 上り線(東⾏き) 下り線(⻄⾏き)

既存の案内標識

設置予定箇所（歩道橋）
既存の案内看板
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３．今年度の取組み（案）

（８） 東駿河湾環状道路サグ部 付加追越車線

 短期対策として速度低下を抑制する⼤型看板を設置し、⼀定の効果が発現したが、渋滞解消には⾄っていない。
 中期対策として、⼤場・函南IC〜三島⽟沢IC間に付加⾞線の設置に向けて検討。

渋滞発⽣
箇所

＜短期＞
情報提供 ＜中期＞

付加⾞線

⾄
沼
津

⾄
下
⽥

⻑い上り坂区間
縦断勾配 約4.0％

⼤場・函南IC
短期

中期

三島⽟沢IC
三島塚原IC

上り坂区間
縦断勾配 約4.0％

平成28年度
完了

短期 速度低下を抑制する情報提供（⼤型看板設置）

＜対策効果＞
4⼯区での
渋滞損失

約３０％減少

中期 渋滞が発⽣している区間において付加追越⾞線を設置

＜対策効果＞
低速⾞両の割合
約５%減少

■今後検討する中期対策（付加追い越し⾞線設置）

■付加追越⾞線設置効果試算結果
ミクロ交通シミュレーションを⽤いて、付加追越⾞線設置による
効果を試算

付加追越⾞線設置時の渋滞低減効果を試算した結果、追越⾞
線利⽤率5％増⇒32％、利⽤率9％増⇒65％の渋滞軽減効果

シミュレーション画⾯の例（付加追越⾞線設置後）

L=３.1km（４⼯区延⻑）

付加追越⾞線設置延⻑ L=約500m

⻑期

＜東駿河湾環状道路（4⼯区）の曜⽇別渋滞時間＞

⽇曜・祝⽇に
⼤規模な渋滞が発⽣

※４⼯区：三島塚原IC〜⼤場・函南IC

※渋滞：時速40km以下で低速⾛⾏あるいは停⽌発進を繰り返す⾞列が
1km以上かつ15分以上継続した状態

渋滞⻑
L=約4.3km

※渋滞：時速40km以下で低速走行あるいは停止発進を
繰り返す車列が、1km以上かつ15分以上継続した状態
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（９） 東駿河湾環状道路 時間・経路分散対策

 東駿河湾環状道路の下り線については、休⽇の⼣⽅に渋滞が発⽣しており、観光交通に対して帰りの時間分散、経路分散を促す。
 対策については、観光地を紹介するなど滞在時間を少し増やすことで時間分散を促すなどを検討。
（各道の駅からの所要時間グラフを記載した案内チラシを作成し、⽴ち寄る可能性が⾼い道の駅で配布など）

■チラシを配付する道の駅

■配付するチラシイメージ

３．今年度の取組み（案）

下り

沼津⽅⾯

出典：⺠間プローブデータ（H28年8⽉7⽇ 休⽇）

0時

6時

12時

18時

23時

凡 例
■ データなし

00〜10km/h
10〜20km/h
20〜30km/h
30〜40km/h
40km/h〜

■東駿河湾環状道路の混雑状況

至
下
田

至
沼
津

道の駅 開国下⽥みなと
道の駅 下賀茂温泉 湯の花

道の駅 花の三聖苑伊⾖松崎

道の駅 天城越え

道の駅 くるら⼾⽥

道の駅 伊⾖のへそ

道の駅 伊東マリンタウン

沼津市

三島市

長泉町

清水町

函南町

伊豆の国市

1 1

1

136

414

三島塚原IC

函南塚本IC

三島玉沢IC

三島加茂IC

長泉
JCT沼津

岡宮IC

沼津ＩＣ

長泉
沼津ＩＣ

三島萩IC

長泉IC

11

136

246

414

至

名
古
屋

至

富
士
市

至 下田

1

246

大場・函南
IC

至 東京

上り線
渋滞発⽣区間
（約4.3㎞）

※渋滞：時速40km以下で低速走行あるいは停止発進を
繰り返す車列が、1km以上かつ15分以上継続した状態

＜広域図＞
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３．今年度の取組み（案）

（１０） 国道１号市立病院南交差点改良 （実施主体：国）

 国道1号の沼津市街に位置する交差点であり、右折滞留⻑の不⾜による右折⾞両の直進⾞両阻害が発⽣
 右折⾞線の延伸によって右折滞留⻑の不⾜を解消

■位置図

■対策図

■現況写真

至

三
島

至

富
士
市

■当該区間の混雑状況

【事業概要】
実施主体：国⼟交通省
⼯事内容： 右折⾞線の新設、延伸
設置箇所： 国道１号 市⽴病院南交差点
設置時期： 平成３０年度内 完了⾒込

右折車両により

第一車線が渋滞

ETC2.0プローブデータ H28年6⽉平⽇の平均値

市立病院南交差点

⽚浜産業クラブ（全４０社）
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３．今年度の取組み（案）

（１１） 伊豆中央道 江間交差点 立体化 （実施主体：静岡県、静岡県道路公社）

 東名・新東名から伊⾖市までの間で唯⼀残る信号交差点であり、伊⾖地域が観光で賑わう休⽇を中⼼に慢性的な渋滞が発⽣
 平成32年度の完成を⽬標に事業中

■⽴体交差部完成イメージ（江間いちご狩りセンター付近から）

■事業概要
平成32年（2020年）東京オリンピック・パラリンピックの⾃転⾞競技が伊⾖市で開催されることを踏まえ、平成
32年度の完成を⽬標とし、当該交差点の⽴体化及びIC設置の付替え事業に着⼿

伊豆中央道

一般国道１３６号

静岡県伊豆の国市
　南江間　～北江間

１．０５ｋｍ

道路の区分 ３種２級

設 計 速 度 ６０ｋｍ／ｈ

車 線 数 ２車線

ランプ 種別 D規格

設 計 速 度 ３０ｋｍ／ｈ

車 線 数 １車線

有 料 道 路 名

本
線

ラ
ン
プ

延 長

区 間

路 線 名

■計画概要

調査日：H27年5月3日（日）

平成32年東京オリンピック・パラリ
ンピック自転車競技会場に決定!
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３．今年度の取組み（案）

（１２） 修善寺道路 サグ部 速度低下対策 （実施主体：静岡県）

 国道136号バイパス（伊⾖の国市内）にて慢性的に発⽣している沼津⽅⾯のサグ部における渋滞や速度低下の緩和対策を実施する。
 平成29年度に試⾏的に⻑岡第３トンネル内に、任意の速度で進⾏⽅向に流れるように発光する「視線誘導灯」を設置し、速度低下を抑制する。
 今後、⻑岡第３トンネルに設置後に効果検証し、渋滞緩和に⼀定の効果が⾒られれば、対象箇所を拡⼤予定。

施設名 伊豆長岡IC
延長（ｍ） 43 17 69 44285 125107 249.5 143 82.9 243 109244 180 134 464 516.9 194.4

長岡第
2TN

花坂

第1TN新大門橋 小坂第2TN 小坂第1TN 長岡高架橋 長岡第3TN 長岡第1TN 花坂第2TN

0.6％ ‐1.6％ 0.4％
0.8％

2.9％

‐2.2％サグ
合流

視線誘導灯

サグ

【H29事業概要】
工事内容： 視線誘導灯設置工
設置箇所： 長岡第３トンネル
延長： 249.5ｍ
設置時期： 平成29年度完了見込

■視線誘導灯の例

※引⽤：弘前河川国道HP

（国）136号BP
長岡第3TN

函南塚本IC

大場・函南IC

資料：ETC2.0データ(平成28年8⽉13〜15⽇)

13時

19時

16時

速度低下
区間

至

沼
津至

下
田
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３．今年度の取組み（案）

（１３） 東駿河湾環状道路への県警感知器（VICS）の設置 （実施主体：静岡県警）

 東駿河湾環状道路の⼤場・函南IC〜函南塚本IC間に渋滞情報収集⽤の感知器（VICS）を設置し、渋滞情報を提供
 対応カーナビ等へ情報提供することで混雑時に経路分散を図り、混雑緩和を図る
 平成２９年度に２基設置し、平成３０年度以降はより詳細な渋滞状況を把握出来るよう増設を検討中

感知器設置位置①

■VICS情報の提供例■渋滞情報収集⽤の感知器設置位置

引用：VICS情報サイト （http://www.vics.or.jp/know/structure/example.html）

感知器設置位置②

渋滞⻑調査：H27年5⽉3⽇（⽇）17時50分ごろ

渋滞⻑
L=約4.3km

VICS⾞載器（カーナビ等）への情報提供

県警情報板への情報提供［イメージ］ インターネットによる情報提供(JARTICホームページ）
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４．交通状況のモニタリング
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４．交通状況のモニタリング

４－１ モニタリング実施結果（H29年度）

渋滞箇所の分類
（渋滞箇所の抽出指標）

主要渋滞箇所数
（２８３箇所）

①平⽇における渋滞箇所
（昼間12時間の損失時間 80万⼈時間/年以上など） １５０箇所

②観光期における渋滞箇所
（観光エリア内のピーク時最低旅⾏速度のワースト１割以内など） １６箇所

③踏切による渋滞箇所
（１⽇の踏切⾃動⾞交通遮断量5万台・時/⽇以上など） ４箇所

④パブリックコメントによる追加箇所
（パブリックコメント意⾒箇所を最新データなどにより確認） １１３箇所

モニタリング実施結果

渋滞箇所の
抽出指標に

該当する箇所

渋滞箇所の
抽出指標に

該当しない箇所

１４４箇所※1 ６箇所

１６箇所 ０箇所

４箇所 ０箇所

１１０箇所 ３箇所

静岡県内の主要渋滞箇所（２８３箇所）のモニタリング結果 ※平成28年度末

最
新
の
交
通
デ
ー
タ

○最新の交通データにより、主要渋滞箇所の選定時の評価指標を⽤いて、最新の渋滞状況を点検。
○点検の結果、渋滞箇所の抽出指標に該当しない箇所が9箇所確認された
○今年度も最新の交通デ-タを⽤いたモニタリングを実施していくとともに、抽出指標に該当しない箇所については現地状況を確認。

※民間プローブデータ、トラカンデータ等による
（ともにＨ28年9-11月）

※1 内2箇所は、抽出指標が観光期における渋滞箇所へ



38

４．交通状況のモニタリング

■ 速度変化のモニタリング（渋滞箇所の抽出指標に該当しない箇所）

モニタリング結果（静岡県）

速度変化のモニタリング
各箇所の旅行速度を方向別・時間帯別で確認

渋滞箇所の選定指標に該当しない箇所

○速度向上がみられる箇所 ○速度向上がみられない箇所

※民間プローブデータによるデータ比較
（平日） H24選定時 ： H22.9～11 、 H28モニタリング ： H28.9～11
（休日） H24選定時 ： H22.8 、 H28モニタリング ： H28.8

⇒ 渋滞対策の取組により、主要渋滞箇所の渋滞が
緩和されている。

⇒ 渋滞が緩和しているわけではないことから、
経過観察とする。

渋滞箇所の抽出指標に該当しない箇所

静岡県全体 速度向上が
みられる箇所

速度向上が
みられない箇所

①平⽇における渋滞箇所 ６箇所 １箇所 ５箇所

②観光期における渋滞箇所 ０箇所 ０箇所 ０箇所

③踏切による渋滞箇所 ０箇所 ０箇所 ０箇所

④パブリックコメントによる追加箇所 ３箇所 ２箇所 １箇所

合計 ９箇所 ３箇所 ６箇所
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４．交通状況のモニタリング

浜松エリア

藤枝・焼津エリア

沼津・三島エリア

静岡エリア

浜松市

湖西市

森町

磐田市

袋井市

掛川市

菊川市

御前崎市

島田市

浜松市

牧之原市

吉田町

焼津市

藤枝市

川根本町

静岡市

富士宮市

富士市

裾野市

御殿場市

小山町

三島市
長泉町沼津市

函南町

伊豆の国市

熱海市

伊東市

伊豆市

西伊豆町

河津町

東伊豆町

下田市

松崎町

南伊豆町

田子の浦港

清水港

御前崎港

富士山静岡空港

新東名高速道路

東名高速道路

三
遠
南
信
自
動
車
道

河
津
下
田
道
路Ⅱ

期

天
城
北
道
路

中
部
横
断
自
動
車
道

東
駿
河
湾
環
状
道
路

河
津
下
田
道
路Ⅰ

期

愛知県
富士エリア七ッ新屋交差点

静岡駅前交差点

⼤幡川橋交差点

⼤場川南交差点

双⻯橋交差点

浜北⼤橋交差点

：主要渋滞区間

：主な工場等

：主要渋滞箇所
（渋滞箇所の抽出指標に該当する箇所）

：主要渋滞箇所（踏切）

：主要渋滞箇所
（渋滞箇所の抽出指標に該当しない箇所）

■ 渋滞箇所の抽出指標に該当しない箇所

削除箇所

経過観察

中之郷⼊⼝交差点
梅橋交差点

（パブコメ） （パブコメ）

浜名バイパス
（⼤倉⼾IC付近）

（パブコメ）

渋滞箇所の抽出指標に該当しない箇所

静岡県全体 速度向上が
みられる箇所

速度向上が
みられない箇所

①平⽇における渋滞箇所 ６箇所 １箇所 ５箇所

②観光期における渋滞箇所 ０箇所 ０箇所 ０箇所

③踏切による渋滞箇所 ０箇所 ０箇所 ０箇所

④パブリックコメントによる追加箇所 ３箇所 ２箇所 １箇所

合計 ９箇所 ３箇所 ６箇所
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５．道路利⽤者団体との連携強化
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５．道路利用者団体との連携強化

道路利用者団体との連携強化

■概要 ■対策予定箇所

出典：平成２９年度 中部地方整備局関係予算の概要（平成２９年３月３１日付け記者発表資料）

 渋滞協議会とトラックやバスの利⽤者団体との連携を強化し、利⽤者⽬線で対策箇所を特定
 即効性のある渋滞対策を検討・実施

P.26参照
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